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は じ め に   

 ノロウイルスはウイルス性胃腸炎の原因主要ウイルス

の１つであり、乳幼児から高齢者に至る幅広い年齢層

にわたって食品・水等を介して、さまざまな規模の急性

胃腸炎を引き起こしている。しかし、いまだにこのウイ

ルスの培養細胞による増殖法は確立されていない。 

平成１７年１月広島県福山市の特別養護老人ホーム

において入所者７名が、発熱、嘔吐、下痢の症状を訴

えて死亡するという事例があり、その集団感染の原因

がノロウイルスであることが判明した。 

このような事例もあったため、長崎県では、探知した

食中毒事例はもとより老人施設等においてノロウイルス

を原因とする下痢等の集団感染が疑われた場合には、

原因究明のため行政検査を実施することにしている。 

今回、年度当初において長崎県内で発生したノロウ

イルスを原因とする食中毒事例等の概要について報告

する。 

 

調 査 方 法   

検査方法及び患者材料等は、「ノロウイルスの検査

法」１）に準じて行った。ＲＴ－ＰＣＲ法については、記載

してある既報２）に従って実施した。   
なお、「ノロウイルス」の名称については、２００２年の

夏、国際ウイルス命名委員会３）によって「ノロウイルス」

という正式名称が決定され、世界で統一されて用いら

れるようになったため、本稿でも「ノロウイルス」を使用し

ている。 

 

調 査 結 果 及 び 考 察 

１．感染性胃腸炎の流行状況 

 全国及び長崎県の感染性胃腸炎の患者発生につい

ては図１のとおりである４）。感染性胃腸炎の病因物質５）

としては、ノロウイルス、サポウイルス、ロタウイルス等が

あるが、県内では春先から夏にかけてロタウイルスが検

出された。患者数は夏季になると減少するが、各地で

途切れることなく届出は報告されている。その後、初冬

である１１月下旬から１２月にかけて感染性胃腸炎の患

者数は急激に増加し１２月下旬頃をピークとして、その

後は減少した。しかし、１月から２月にかけて再度増加

したのち、少しずつ減少していった。ノロウイルスにつ

いては感染症発生動向調査事業に基づき医療機関か

ら感染性胃腸炎と診断され、検査依頼のあった検体か

らノロウイルスの遺伝子群 Geno-groupGⅡが２５株検出

された。検出された年齢のほとんどが５歳以下の乳幼

児であり、このことは、保育園等の施設内でヒト－ヒト感

染により広がっていることも推察された。  

 

２．長崎県内でのノロウイルスの検出状況 

表１「平成１６年度 ノロウイルスの検出状況」では、保

健所管内で発生した食中毒事例の中で、特にノロウイ

ルスが原因と疑われた事例についてノロウイルスの検

出状況を示す。平成１６年度では、特に西彼、県央及

び県南保健所管内で多く発生しており、行政依頼件数

が多かった。その中で２つの事例に報告する。 

 

事例 1． 

①概要について 

平成 1６年５月上旬にＡ老人介護施設より入所者と介

護職員の数名が食中毒症状を呈している旨の連絡が

Ｂ保健所の調査の結果では、嘔吐下痢、発熱の症状を  
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表１ 平成１６年度 長崎県内でのノロウイルスの検出状況 

ＧⅠ ＧⅡ

西彼地区 10 95 27 27

県央地区 11 77 23 1 22

県南地区 9 98 33 33

県北地区 2 17 3 3

五島地区 1 2 1 1

上五島地区

壱岐地区

対馬地区 1 18 6 6

合　　計 34 307 93 1 92

ｇｅｎｏ-ｇｒｏｕｐ
依頼件数 検体数 陽性検体数
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図１ 感染性胃腸炎（乳児嘔吐下痢症を含む）の患者発生状況 
 

呈する発病者は２３名であった。有症者の入所者及び

入所者の介護や汚物等の処理をした介護人１０名の糞

便についてＢ保健所から当所に行政依頼があり、ノロウ

イルスについて検査を実施した。 

②検査結果について 

 有症者１０名の糞便検体のうち、９名の検体からノロウ

イルス遺伝子が検出された。検出された９名とも遺伝子

群は Geno-groupGⅡであった。しかし、原因食等につ

いては、特定することはできなかった。また、検出され

たノロウイルス遺伝子の PCR 産物について、シークエ

ンスは未実施であったため、原因ウイルスの遺伝子型

が同一であるのか確認していない。また、この事例で

は、共通食を摂取していないにもかかわらず有症者の

介護や汚物等の処理をした介護者に食中毒様症状を

呈する人がおり、感染症として２次感染が強く疑われた

がそれに関する疫学調査は実施していない。
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事例２． 

①概要について 

 平成１６年４月下旬、老人会で宿泊旅行をした１０１名

中６１名が嘔吐、下痢、腹痛を呈し、数人が医療機関を

受診した。また、有症者の家族からも２次感染を疑われ

る症状も確認されており、有症者９名の糞便についてＡ

保健所から当所に行政依頼があり、ノロウイルスについ

て検査を実施した。 

②検査結果について 

有症者１０名の糞便検体のうち、９名の検体からノロ

ウイルス遺伝子が検出された。９名とも遺伝子群は

Geno-groupGⅡであった。今回の事例については、他

県の宿泊施設で発生しており、ノロウイルスを原因とし

た九州・山口県を含む広域的な食中毒事件となった。

ノロウイルス遺伝子の PCR 産物については、発生原因

となった県においてシークエンスを実施しているが、原

因が同一のウイルス型、あるいは遺伝子型については

不明であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．考察  

症例２．のような大規模食中毒の発生事例において

は、特に患者及び食材からノロウイルス遺伝子を検出

し、シークエンスすることで、同一若しくはいくつかの遺

伝子型のウイルス株が原因であると確認し、感染経路

を解明することが重要である。 

以上のようなことから、ノロウイルスを原因とする食中

毒事例では、２次感染へと広がる危険性を含んでおり、

今後、食中毒と同時に感染症における２次感染対策と

して積極的な疫学調査を進める体制づくりを構築して

いく必要があると思われる。 
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